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1．背景 
先行研究から、交差車両をカーブミラー越しに見

るときに、直接交差車両を見るときに比べて、平均

1.2 倍程度遠くに見積もることが明らかとなってい
る(1)。 
このように、カーブミラーの見え方にはずれがあ

ることが明らかとなっており、このことが原因で事

故が起きてしまうことが予測される。 
先行研究では、静止画が用いられたが、実際の交

通環境は常に動いており、静止画とは結果が異なる

可能性がある。従って、動画での検証が必要である。 
2．目的 
  動画を用い、カーブミラ－を利用する時と、しな
い時のギャップアクセプタンスの差を明らかにする。 
3.実験方法 
 交差点にカメラを設置し、交差道路を走行する自

動車の動画を撮影した。直接視点、ミラー越し視点

の動画を用意した（図 1）。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（図 1） 
  上が直接視点の例 下がミラー越し視点の例         
 
 
動画の編集により、速度は、それぞれ、時速 10、

15、20、25、30、35、40ｋｍ、位置は、交差車両
が交差点に進入した直後のものと、進入する 1秒前、
2秒前、3秒前のものをそれぞれ作成し、2秒間提示

した。 
作成した動画を、プロジェクターを用い、交差点

の実際の画角と同じように設定した画角をスクリー

ンに映した。被験者の方は動画を見て、交差車両を

待たずに、交差点に進入するかしないかを判断した。

20 歳から 72 歳の普通免許を持つ男性、女性の方、
22人の方々から協力を頂いた。 
4.結果. 
 （図 2）のグラフは、交差点に進入しないと判断
された被験者の方の割合を、交差車両が交差点に進

入するタイミング別にまとめたものである。 
 （D）のグラフにおいて、時速 30、35、40キロメ
ートルで走行した交差車両が、ミラーに映る範囲に

入らなかったため、項目から外した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(A)交差点進入直後  （B）交差点進入 1秒前 

10 15 20 25 30 35 40
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

直接

ミ ラ ー越し

交差車両の速度（ km/h ）

行
か
な
い
と
判
断
し
た
被
験
者
の
割
合

10 15 20 25 30 35 40
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

直接

ミ ラ ー越し

交差車両の速度（ km/h ）

行
か
な
い
と
判
断
し
た
被
験
者
の
割
合



 
   
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（C）交差点進入 2秒前 （D）交差点進入 3秒前 
 
 （図 2）交差点に進入しないと判断された被験者
の方の割合を、交差車両を確認したタイミング別に

まとめたグラフ 
 
 交差車両が交差点に進入した直後の場合を除き、

速度や位置に関わらず、交差点に進入しない割合が、

直接視点の方が高くなった。静止画の場合と同様に、

動画の場合においてもずれがあることが明らかにな

った。 
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